
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「田植え」を通して、「関係人口」が増える！ 

6/24（日）の黒松みんなの田んぼでの「田植え」は、今

回も新聞やケーブルテレビで大きく紹介され、長谷の恒例行

事として定着しました。 

当日は、快晴の青空の下、田植えそっちのけで泥田を転

がりまわる河童たちの歓声と、整った早苗田に汗をふく大人

達の笑顔が谷間いっぱいに広がり、田植え後はお目当ての

昼バイキングに。今回も盛りだくさんのメニューに全員大満足

で、レディースの皆さんの奮闘にはいつもながら大感謝です。 

交流を通して都市と地域が一時的にでも関わりを持つ、

「関係人口」が注目されています。地域の皆さんの歓迎ぶり

が多くの人々に記憶としてインプットされ、やがて地域を支援

する「外からの力」として育っていきます。何年後かに土・水・

カレー等が長谷の記憶としてよみがえり、この河童たちが応援

団として帰ってくる、そんな期待が膨らみます。(波木健一)  

 

「来ちみなぁ」伝言板 

月日が経つのは早いもの。初めて田植えを体験してからや

みつきになって、３年連続で参加してます。泥の中に裸足で

入る気持ちよさといったら堪りません。昨年の豪雨で開催でき

なかったけれど、今年は 2度目の収穫祭を 

楽しみにしています。 

さて、今まで数回来ちみなぁハウスには 

足を運びましたが、まだ宿泊体験はして 

おりません。女子が泊まるにはいろいろと 

課題があるようです。 

しかし、体験者の皆さまが口をそろえて 

おっしゃる満天の星！！私はそれが見たいのです。外灯のない

ところに夜中に滞在する経験がなかなかなく、あっても曇天ば

かりで・・・本当に渇望してます。町住みだった子どものころはプ

ラネタリウムに通ってました。 

話を来ちみなぁハウスに戻しましょう。現在、ピザ釜をつくると

いうオシャレな雰囲気の企画があがっていますが、コレはすごく

いい感じだと思います。これを機に内装のコンセプトも企画して

いきたいですね。「レトロ風味のゆるオシャレ」とかどうでしょうか。 

今年は柴北新年会にも参加し、ついには佐伯さんとともに

柴北川プロジェクトのサブリーダーに就任しました。これからの活

動にご期待ください！       （共助研：石橋美樹） 

◀ 共助研の早乙女隊 
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「私のコダワリ」トーク 第７回の予告 
●次回は、８月末～9月頃に、共助研会員の青柳信幸さ

んにトークしていただく予定です。 

●青柳さんは、知る人ぞ知る釣り名人で、しかも里山をこ

よなく愛す風流人です。 

●そんな青柳さんに、釣りや訪れた里山の魅力などをトーク

していただきます。皆さん、ふるってお立ち寄りください。 

「来ちみなぁ」は、柴北上の県道から北に入った山際にある「来ちみなぁハ

ウス」（和洋室 5室、ダイニングキッチン、バス、トイレ付住宅）での活動を

紹介する通信です。        発行：「来ちみなぁハウス」店子グループ 

 

 
 

3月のレタスとキャベツの種まきから、私の「田植え」は始ま

ります。おそらく、他の人も当日に合わせて漬物を漬けたり、

野菜を知人に頼んだり保存したりの準備を早くからしていると

思います。 

「田植え」の一週間前にメニューを決定。 

先ずメイン（今年はカレー）を決め、旬の 

野菜を考慮しながら副菜を決めます。 

決まると、チラシ片手に買い出しに走ります。 

次は、前日準備。午後、調理室に集合し、 

各自持ち寄った「長谷産野菜」が所狭しと並びます。これら

の野菜がどんな一品に変身するのかが、レディースの腕の見

せ所なのです。トントントン、まな板の軽快な音を聞きながら

下ごしらえを一気に済ませます。夜は、個々自慢の煮物他

を作ります。私は小ジャガイモの煮っころがしを作りました。 

「田植え」当日は 7時に集合し、各担当に分かれて作業

開始です。生野菜が凍った、ガス釜が切れずにご飯が焦げた

等のハプニング続出でしたが、ベテラン揃いの私達は難なくク

リア。揚げ物班は、家庭用中華鍋で悪戦苦闘を。業務用フ

ライヤーがあれば、子供達の大好きな揚げ物が沢山出来る

のにと毎回思います。私はカレー班。大鍋 3個に 150人

分を仕込みます。カレーの匂いが漂い始める頃、テーブルに

は作りたての惣菜、採れたて生野菜、各家庭で作った煮物

や漬物が並び「バイキング」の準備ＯＫ！ 一息つく間もな

く、田植えから戻った人達でごった返す。この時ばかりは「も少

し会員がいたらなあ」とつくづく思います。 

バイキングに並ぶ人達やカレーを頬張る子供達を見ている

と、今までの疲れが吹っ飛ぶと同時に柴北川レディースのメン

バーで良かったと思います。また、秋の収穫に向けて、沢山の

笑顔を楽しみにレディース一同、頑張ります。 

常連の孫から「ここの人達、いろいろ作ってくれて優しいね」

と、嬉しい一言が。   （柴北川レディース：伊東春子） 


